
場所

開催日

 タイムテーブル： 
 10:00 - 10:15   開会式 (名古屋大学副総長　山本一良教授） 
 10:15 - 11:15   名古屋大学博士課程教育リーディングプログラムの紹介 
 11:15 - 11:45   基調講演1　蟹江憲史氏（東京工業大学准教授） 
                         “Engagement in Sustainability in a Globalized World”  
 11:45 - 12:15   基調講演2  高瀬千賀子氏（国際連合地域開発センター所長） 
                          “Sustainable Development: A Key to post-2015 Development Agenda”  
 13:15 - 16:30   プログラム生グループ発表「持続可能な開発の提案」 
 16:30 - 17:30   パネルディスカッション 
                         “What Can Young Leaders from Diverse Backgrounds Do to Achieve a Sustainable Society?” 
                         （パネリスト： 蟹江憲史氏、高瀬千賀子氏およびリーディング大学院プログラム生６名）  
 17:30 - 17:45   閉会式　（名古屋大学総長　濱口道成教授） 

 18:00 -             レセプション  
 　　※シンポジウムは英語で開催されます。        

Webページ: http://www.leading.nagoya-u.ac.jp/jointsympo2014/ 
参加登録: Webページにて参加登録受付中 
問い合わせ先 : jointsympo2014@leading.nagoya-u.ac.jp

・フロンティア宇宙開拓リーダー養成プログラム 
・PhDプロフェッショナル登竜門 
・「ウェルビーイング in アジア」実現のための女性リーダー 
　養成プログラム 

Webページ

蟹江憲史氏 高瀬千賀子氏

主催：名古屋大学博士課程教育リーディングプログラム

・法制度設計・国際的制度移植専門家の養成プログラム 
・実世界データ循環学リーダー人材養成プログラム 
・グリーン自然科学国際教育研究プログラム 



■シンポジウムの目的

■基調講演
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東京工業大学大学院社会理工学研究科准教授)
国際連合大学サステイナビリティ高等研究所　シニアリサーチフェロー)
蟹江　憲史氏

プロフィール)
　8999年慶応義塾大学大学院後期博士課程単位取得退学。899:年同大学院にて学位取得（博士（政策・メディ
ア））。専門分野は国際環境ガバナンス。現在は、東京工業大学にて教鞭を取るほか、国連大学サステイナビリ
ティ高等研究所のシニアリサーチフェローとして、環境省の支援を受けた持続可能な開発目標目標に関する３カ
年プロジェクトのプロジェクトリーダーや地球環境変化の人間的側面に関する国際研究計画の科学運営委員とし

て活躍している。
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国連地域開発センター　所長)
高瀬　千賀子氏

プロフィール)
　:CDE年サセックス大学大学院（イギリス）卒業。開発経済学修士。国連工業開発機関（インドネシア）のアソシ
エート・エキスパートを経て、:CDF年国連本部職員。国連経済社会局経済社会理事会支援・調整部における政策
調整課副課長（政策分析担当）などを経て、89:8年から現職。)

■会場アクセス
• 名古屋大学、野依学術交流館)
地下鉄名城線名古屋大学駅下車　２番出口より徒歩５分

　博士課程教育リーディングプログラムは、高い独創性と国際性を兼ね備えた、世界的リーダーとして活躍するであ
ろう優秀な大学院生に対し、その才能を養成すべく設置されたプログラムです。名古屋大学には誇るべき６つの

リーディングプログラムがあり、プログラム生の交流を奨励すべく、共通コースや合同の活動を提供する総合的かつ
学際的カリキュラムを展開してきました。本シンポジウムもそのような合同の活動の一つになります。

　国際連合では現在、持続可能な開発目標を展開しています。「グローバルリーダー」になるという志を持つプログ
ラム生が、重要な役割を担って貢献すべき課題です。このような背景のもと、本シンポジウムは「持続可能な開発」

に焦点を合わせ、６つのリーディングプログラムから集ったプログラム生の混成チームでグループ発表を行い、「持
続可能な開発」の具体案を議論します。


